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P02　安全で安心できる春日市の実現のために
P04　職員給与の公表
P07　市からのお知らせ
P12　情報ひろば
P17　相談窓口／子育て通信おたまじゃくし
P18　奴国写真館

今号の表紙
　トップアスリート派遣事業の一貫として、子どもの体力向上
と競技スポーツの振興を目的に、春日西小学校、天神山小学校
の児童に、九州電力キューデンヴォルテクスの選手がタグラグ
ビーを教えたラグビー教室。写真は、2月8日に春日西小学校
で行われた同教室で、タグを取られまいと駆け抜ける児童。
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自
分
は
大
丈
夫
、
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

安
全
で
安
心
で
き
る
春
日
市
の
た
め
に

電
話
で
お
金
は
全
て
詐
欺
！

ニ
セ
電
話
詐
欺
に
注
意

　
平
成
27
年
ニ
セ
電
話
詐
欺
被
害
額
は
、
18
億
４ 

３
４
６
万
円（
前
年
比
１・４
３
倍
）で
す
。

最
近
の
特
徴
的
な
ニ
セ
電
話
詐
欺

　

最
近
の
ニ
セ
電
話
詐
欺
で
の
特
徴
的
な
傾
向

は
、
次
の
３
つ
で
す
。

▽
オ
レ
オ
レ
詐
欺
、
還
付
金
詐
欺
の
大
幅
な
増
加

▽
遠
方
に
出
向
か
せ
て
現
金
を
受
け
取
る
お
び
き

出
し
型
詐
欺
の
発
生

▽「
警
察
に
捕
ま
る
」、「
裁
判
に
な
る
」な
ど
、
相

手
の
弱
み
に
付
け
込
み
、
誰
に
も
相
談
さ
せ
な

い
状
況
を
作
り
出
す
詐
欺
の
発
生

電
話
で
の「
還
付
金
が
あ
り
ま
す
」に
は
要
注
意

　
市
内
で
も
、
昨
年
中
に
詐
欺
被
害
が
発
生
し
ま

し
た
。
ま
た
、
多
く
の
市
民
か
ら
ニ
セ
電
話
詐
欺

未
遂
や
不
審
電
話
を
受
け
た
と
い
う
相
談
や
情
報

提
供
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
の
が
、「
還
付

金
」に
関
す
る
不
審
電
話
で
す
。

　
多
く
の
や
り
口
は
、
公
的
機
関（
一
番
多
い
の

は
春
日
市
○
○
課
な
ど
）を
か
た
り
、
医
療
費
な

ど
の
還
付
金
が
あ
る
と
言
う
も
の
で
す
。そ
し
て
、

還
付
金
の
手
続
き
の
た
め
と
称
し
て
銀
行
Ａ
Ｔ
Ｍ

に
誘
導
し
、
携
帯
電
話
で
通
話
し
な
が
ら
操
作
を

さ
せ
て
現
金
を
振
り
込
ま
せ
よ
う
と
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
電
話
は
全
て
詐
欺
で
す
。
そ
の
場

で
返
事
を
せ
ず
、
一
度
電
話
を
切
り
、
自
分
で
番

号
を
調
べ
た
上
で
、内
容
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

犯
人
が
よ
く
使
う
手
口

▽
公
的
機
関
を
名
乗
り
、
還
付
金
が
あ
る
と
説
明

→
電
話
で
還
付
金
の
案
内
は
絶
対
に
し
ま
せ

ん
。

▽
公
的
機
関
を
名
乗
り
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
な

ど
を
受
け
取
り
に
行
く
と
説
明

→
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
絶
対
に
行
い
ま
せ
ん
。

▽
Ａ
Ｔ
Ｍ
操
作
で
お
金
が
振
り
込
ま
れ
る
と
説
明

→
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
し
て
お
金
が
振
り
込
ま
れ
る

こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

ニ
セ
電
話
詐
欺
を
防
ぐ
た
め
に

　
ニ
セ
電
話
詐
欺
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
協
力
が
と
て
も
重
要
で
す
。

　
銀
行
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
通
話
し
な
が
ら
操
作
し
て
い
る

人
を
見
か
け
た
ら
、
勇
気
を
出
し
て
声
を
か
け
て

く
だ
さ
い
。
実
際
に
、
一
般
市
民
が
声
を
か
け
、

未
然
に
詐
欺
被
害
を
防
い
だ
事
例
も
あ
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
一
人
一
人

の
力
で
、
ニ
セ
電
話

詐
欺
を
無
く
し
ま

し
ょ
う
！

「
性
犯
罪
」、「
ひ
っ
た
く
り
」は
、
平
成
26
年
に
比
べ
増
加
し
て
い
ま
す
。
発
生
件
数
を
減
ら
す
た
め
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

市
内
で
も
、
性
犯
罪
や
ひ
っ
た
く
り
な
ど
、
多
く
の
犯
罪
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
自
分
は
大
丈
夫
、

と
い
う
油
断
は
禁
物
で
す
。
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
も
、
ま
ず
は
自
助
意
識
を
高
め
、
未
然
に

犯
罪
か
ら
身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

性犯罪
　
性
犯
罪
は
、
春
日
市
の
み
だ
け
で
な
く
、

県
全
体
で
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
特
に
、

10
代
〜
20
代
女
性
の
被
害
者
が
約
80
％
を

占
め
て
お
り
、
夜
間（
午
後
９
時
〜
11
時
台
）

の
一
人
歩
き
の
女
性
が
被
害
に
遭
う
場
合

が
多
い
で
す
。

②

③ ④

①夜間の一人歩きは避け、明るい道を歩く。
②携帯電話を扱いながらや音楽を聴きながら歩か

ない。
③防犯ブザーなどのグッズを活用する。
④身の危険を感じたら大声を出す。

ひったくり
　
ひ
っ
た
く
り
は
、
一
度
発
生
す
る
と
続
け

ざ
ま
に
発
生
す
る
可
能
性
が
高
い
犯
罪
で

す
。
ま
た
、
自
転
車
に
乗
っ
て
い
て
も
被
害

に
遭
う
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

①

③

②

①歩行中は道路と反対側にかばんを持つ。
②自転車の前カゴにかばんを入れるときは、防犯

ネットをつけたりかばんの上に大きめの雑誌を
置いたりする。

③夜道や人通りの少ない道では周囲を警戒しなが
ら通行する。

件数：39件
前年度比：3.25倍

件数：16件
前年度比：1.6倍

被害に遭わないために

被害に遭わないために

問い合わせ先
安全安心課防犯安全担当

☎（707）1177
F（584）1143

市
内
増
加
犯
罪
状
況（
平
成
27
年
）

①

③

②

②

③ ④

②

③ ④
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防犯登録

00-あ 00000
福　岡　県

①

③

電
話
で
お
金
は
全
て
詐
欺
！

ニ
セ
電
話
詐
欺
に
注
意

　
平
成
27
年
ニ
セ
電
話
詐
欺
被
害
額
は
、
18
億
４ 

３
４
６
万
円（
前
年
比
１・４
３
倍
）で
す
。

最
近
の
特
徴
的
な
ニ
セ
電
話
詐
欺

　

最
近
の
ニ
セ
電
話
詐
欺
で
の
特
徴
的
な
傾
向

は
、
次
の
３
つ
で
す
。

▽
オ
レ
オ
レ
詐
欺
、
還
付
金
詐
欺
の
大
幅
な
増
加

▽
遠
方
に
出
向
か
せ
て
現
金
を
受
け
取
る
お
び
き

出
し
型
詐
欺
の
発
生

▽「
警
察
に
捕
ま
る
」、「
裁
判
に
な
る
」な
ど
、
相

手
の
弱
み
に
付
け
込
み
、
誰
に
も
相
談
さ
せ
な

い
状
況
を
作
り
出
す
詐
欺
の
発
生

電
話
で
の「
還
付
金
が
あ
り
ま
す
」に
は
要
注
意

　
市
内
で
も
、
昨
年
中
に
詐
欺
被
害
が
発
生
し
ま

し
た
。
ま
た
、
多
く
の
市
民
か
ら
ニ
セ
電
話
詐
欺

未
遂
や
不
審
電
話
を
受
け
た
と
い
う
相
談
や
情
報

提
供
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
の
が
、「
還
付

金
」に
関
す
る
不
審
電
話
で
す
。

　
多
く
の
や
り
口
は
、
公
的
機
関（
一
番
多
い
の

は
春
日
市
○
○
課
な
ど
）を
か
た
り
、
医
療
費
な

ど
の
還
付
金
が
あ
る
と
言
う
も
の
で
す
。そ
し
て
、

還
付
金
の
手
続
き
の
た
め
と
称
し
て
銀
行
Ａ
Ｔ
Ｍ

に
誘
導
し
、
携
帯
電
話
で
通
話
し
な
が
ら
操
作
を

さ
せ
て
現
金
を
振
り
込
ま
せ
よ
う
と
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
電
話
は
全
て
詐
欺
で
す
。
そ
の
場

で
返
事
を
せ
ず
、
一
度
電
話
を
切
り
、
自
分
で
番

号
を
調
べ
た
上
で
、内
容
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

犯
人
が
よ
く
使
う
手
口

▽
公
的
機
関
を
名
乗
り
、
還
付
金
が
あ
る
と
説
明

→
電
話
で
還
付
金
の
案
内
は
絶
対
に
し
ま
せ

ん
。

▽
公
的
機
関
を
名
乗
り
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
な

ど
を
受
け
取
り
に
行
く
と
説
明

→
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
絶
対
に
行
い
ま
せ
ん
。

▽
Ａ
Ｔ
Ｍ
操
作
で
お
金
が
振
り
込
ま
れ
る
と
説
明

→
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
し
て
お
金
が
振
り
込
ま
れ
る

こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

ニ
セ
電
話
詐
欺
を
防
ぐ
た
め
に

　
ニ
セ
電
話
詐
欺
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
協
力
が
と
て
も
重
要
で
す
。

　
銀
行
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
通
話
し
な
が
ら
操
作
し
て
い
る

人
を
見
か
け
た
ら
、
勇
気
を
出
し
て
声
を
か
け
て

く
だ
さ
い
。
実
際
に
、
一
般
市
民
が
声
を
か
け
、

未
然
に
詐
欺
被
害
を
防
い
だ
事
例
も
あ
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
一
人
一
人

の
力
で
、
ニ
セ
電
話

詐
欺
を
無
く
し
ま

し
ょ
う
！

怖
い
話
で
誘
惑

・
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
。

・
家
族
に
迷
惑
が
か
か
る
。

・
逮
捕
さ
れ
る
。

嬉
し
い
話
で
誘
惑

・
お
金
が
返
っ
て
く
る
。

・
当
選
し
た
。

・
必
ず
も
う
か
る
。

この2つの
パターンの話とお金が
結びついたら要注意！

「
自
転
車
盗
」、「
侵
入
盗
」、「
車
上
ね
ら
い
」は
、
平
成
26
年
と
比
べ
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
発
生
件
数
自
体
は
依
然
と
し
て
多
い
ま

ま
で
す
。
少
し
の
注
意
が
、全
て
の
被
害
を
防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
次
の
こ
と
に
注
意
し
、自
己
防
犯
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

自転車盗（255件）
自
転
車
盗
は
、
市
内
で
発
生
し
た

犯
罪
の
約
４
分
の
１
を
占
め
て
い

ま
す
。

　

足
代
わ
り
に
自
転
車
を
盗
み
、

用
が
済
ん
だ
ら
乗
り
捨
て
る
こ
と

が
多
い
で
す
。
乗
り
捨
て
た
ま
ま

放
置
す
る
こ
と
で
、
ま
ち
の
景
観

を
汚
し
た
り
、
通
行
の
妨
げ
に
な
っ

た
り
す
る
な
ど
の
二
次
被
害
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

②

①２つ以上施錠することを徹底する。
②決められた駐輪場にとめる。
③防犯登録をする。

侵入盗（48件）
　
住
宅
を
対
象
と
し
た
侵
入
盗（
空

き
巣
、
忍
び
込
み
、
居
空
き
）の
侵

入
手
段
で
一
番
多
い
の
は
、
無
施

錠
箇
所
か
ら
の
侵
入
で
、
そ
の
割

合
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
す

な
わ
ち
、
施
錠
を
確
実
に
行
う
こ

と
が
、
侵
入
盗
の
抑
止
に
つ
な
が

り
ま
す
。

②①
③

①短時間の外出でも、確実に施錠することを習慣付ける。
②玄関や勝手口、風呂場の窓など、狙われやすい場所には補助錠を使う。
③留守にするときには、悟られないようにするためポストから郵便物が

あふれないように注意する。

車上ねらい（69件）
　
大
型
店
舗
の
駐
車
場
に
お
け
る

車
上
ね
ら
い
が
頻
発
し
て
い
ま

す
。

　
鍵
を
か
け
ず
に
被
害
に
遭
っ
た

人
の
多
く
が
、
子
ど
も
の
送
迎
や

買
い
物
な
ど
の
わ
ず
か
な
時
間
に

被
害
に
遭
っ
て
い
ま
す
。

②

① Lock!

Pi!

①車から離れるときは、確実に施錠する。
②貴重品やかばんは常に持ち歩き、車内に置きっぱなしにしない。

被害に遭わないために

被害に遭わないために

被害に遭わないために

市
内
多
発
犯
罪
状
況（
平
成
27
年
）



一般行政職※1

区分 平均年齢 平均給料月額※2 平均給与月額※3

春日市 40.1歳 31万1850円 35万4951円
国 43.5歳 33万4283円 40万8996円

技能労務職
区分 平均年齢 平均給料月額※2 平均給与月額※3

春日市 55.6歳 37万  450円 39万3950円
国 50.2歳 28万9141円 32万8318円

※1 一般行政職とは、行政職の職員のうち、税務職・福祉職
などの職員を除いたものです。

※2 給料月額は、平成27年4月1日現在における各職種ごとの
職員の基本給です。

※3 給与月額は、時間外勤務手当などを除き、国家公務員と
同じベースで計算したものです。

住民基本台帳人口
（平成27年3月31日現在） 11万2452人

歳出総額（A） 317億2064万円

実質収支     6億4850万円

人件費（B）   36億9395万円

人件費率（B/A） 11.6％（前年度は11.9％）

春日市 国

一般行政職
大学卒 17万6700円

（総合職）18万1200円
（一般職）17万6700円

高校卒 14万9000円 14万4600円
技能労務職 高校卒 14万6700円 -

1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級

職務内容※2 主事 主任 係長
主査

課長補佐
統括係長 課長 部長

職員数 27 44 90 50 65 34 9
※1 春日市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
※2 職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務のことです。

給与費総額※1給与費総額※1
21億6267万円21億6267万円
※職員数355人
1人当たり609万円
※職員数355人
1人当たり609万円

給料
13億6257万円
（63.0％）

職員手当※2

2億7961万円
（12.9％）

期末・勤勉手当
5億2049万円
（24.1％）

※1 前年度の給与費総額は、20億5036万円です。
※2 職員手当には、退職手当、児童手当は含みません。
※3 再任用職員（短時間勤務）は、給与費には含みま

すが、職員数には含みません。

職員の給与と職員定数は、国や他の地方公共団体の状況などを考慮して、条例で定められています。

（人）

※人件費には、市長や議員などの特別職の職員に支給される
給料・報酬と、一般職の職員に支給される給料や諸手当、
共済組合負担金、退職手当、災害補償費などを含みます。

0 5 10 15 20 25 30

1級

2級

3級

4級

5級

6級

7級

8.5％（27人）
9.5％（30人）

13.8％（44人）
14.2％（45人）

28.2％（90人）
26.3％（83人）

15.7％（50人）
15.8％（50人）

20.4％（65人）
20.9％（66人）

10.6％（34人）
10.4％（33人）

2.8％（9人）
2.9％（9人）
2.4％（8人）

平成27年度
平成26年度
平成22年度

（％）

9.8％（32人）

9.8％（32人）

9.8％（32人）

26.0％（85人）

22.3％（73人）

19.9％（65人）

（1）職務内容

（2）一般行政職の級別職員数の割合

問い合わせ先　総務課人事担当　☎（584）1111(代表)　F（584）1145

1 職員給与の状況（平成26年度普通会計決算）
※特別職、教育長を除きます。

2 平成27年度一般行政職員数※1（級別）

3 職員の平均年齢と平均給料（基本給）
・給与（諸手当込み）月額 （平成27年4月1日現在）

4 人件費※が市の予算（決算）に占める割合
                             （平成26年度普通会計決算）

5 職員の初任給（平成27年4月1日現在）

春日市職員の給与をお知らせします春日市職員の給与をお知らせします春日市職員の給与をお知らせします春日市職員の給与をお知らせします

4市 報 か す が
平成28年3月15日



春日市 国

期
末
手
当・勤
勉
手
当

1人当たり
平均支給額

（平成26年度）
144万円 -

平成26年度
支給割合

期末手当
※1

勤勉手当
※1 期末手当 勤勉手当

6月期 1.225月分 0.675月分

春日市と同じ12月期 1.375月分 0.825月分

計 2.60月分 1.50月分

加算措置の状況
職制上の段階、職務の
級などによる加算措置

役職加算（5〜15％） 役職加算（5〜20％）
管理職加算（10〜25％）

退
職
手
当

勤続年数 自己都合 早期退職
・定年 自己都合 早期退職

・定年
20年 20.445月分 25.55625月分

春日市と同じ

25年 29.145月分 34.5825月分

35年 41.325月分 49.59月分

最高限度額 49.59月分 49.59月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置
（2〜45％加算）

1人当たりの支給額
※2 1999万円 公表なし

地
域
手
当

支給実績
（平成26年度決算） 4623万円

支給職員1人当たりの
平均支給年額（平成26年度決算） 12万円

支給対象地域 市内全域
支給率 7％

支給対象職員数 395人
国の制度（支給率） 7％

特
殊
勤
務
手
当

支給実績
（平成26年度決算） 176万円

支給職員1人当たりの
平均支給年額（平成26年度決算） 7万円

職員全体に占める
手当支給職員の割合（平成26年度） 6.6％

手当の種類（4種類）

▷徴収手当
▷社会福祉業

務手当
▷消防業務手

当
▷行旅病人お

よび死人取
扱手当

時
間
外
勤
務
手
当

支給実績
26年度※ 1億487万円

25年度※ 1億133万円

職員1人当たりの
平均支給年額

26年度 30万円

25年度 29万円

人数 20歳未満 20-23歳 24-27歳 28-31歳 32-35歳 36-39歳 40-43歳 44-47歳 48-51歳 52-55歳 56-59歳 60歳以上

平成27年度 1 13 48 55 42 37 51 39 44 31 29 5

平成22年度 1 16 42 39 43 54 40 40 35 43 67 0

経験年数10年 経験年数20年 経験年数25年 経験年数30年

一般行政職
大学卒 26万5689円 37万2185円 38万8800円 39万1360円

高校卒 22万7333円 31万5000円 38万2700円 38万8700円

技能労務職 該当者なし

※経験年数とは、卒業後直ち
に採用された場合は採用後
の年数を、採用前に民間会
社などに勤務した経験があ
る場合はその期間を換算し、
それを採用後の年数に加算
した年数です。

（人）

平成22年度

0 20 40 60 80 100（％）

3.8 10.0 9.3 10.2 12.9 9.5 9.5 8.3 10.2 16.0

12.2 13.9 10.6 9.4 12.9 9.9 11.1 7.8 7.3

0.0

1.30.3

0.3

3.3平成27年度

20歳未満
20-23歳 24-27歳 32-35歳 36-39歳 40-43歳 44-47歳 48-51歳 52-55歳 56-59歳 60歳以上28-31歳

※平成26年度は衆議院議員総選挙と県知事・県議会議
員選挙、平成25年度は参議院議員通常選挙関係の時
間外勤務手当を含みます。

※1 期末手当、勤勉手当の支給割合は平成26年度分です。
※2 前年度に退職した全職種に係る職員に支給した額です。

6 職員の経験年数別※・学歴別平均給料（月額）（平成27年4月1日現在）

7 年齢別職員構成（平成27年4月1日現在）　※福祉職、技能労務職などを含む、全ての一般職の職員です。

8 職員手当の状況（平成27年4月1日現在）　※一般職の職員の手当ての状況です。

市 報 か す が
平成28年3月15日5



部門 区分 職員数 対前年
増減数 主な増減理由平成26年 平成27年

普
通
会
計
部
門

議会 6 6 -
総務 79 80 1 一部事務組合への職員派遣
税務 30 30 -
民生 100 98 ▲2 事務の統廃合および欠員不補充
衛生 29 30 1 組織および機構改革

農林水産 7 7 -
商工 2 3 1 業務増
土木 34 36 2 業務増
小計 287 290 3

別
政

特
行

教育 69 64 ▲5 事務の統廃合および退職不補充など
小計 69 64 ▲5

公
営
企
業
な
ど

下水道 9 9 -
国保 18 16 ▲2 研修終了後の配属（平成27年度）

介護保険 10 12 2 研修終了後の配属および他団体への職員派遣（平成27年度）
後期高齢者医療 4 5 1 広域連合への職員派遣

小計 41 42 1
合計 397 396 ▲1

（条例定数） （419） （419） -

部門別/年度 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 過去5年間の増減数（率）
一般行政 298 298 292 292 287 290 ▲8（▲2.7％）

教育 81 75 73 70 69 64 ▲17（▲21.0％）
普通会計 計 379 373 365 362 356 354 ▲25（▲6.6％）

公営企業等会計 計 42 39 40 38 41 42 0（0.0％）
総合計 421 412 405 400 397 396 ▲25（▲5.9％）

給料・報酬（月額） 期末手当 退職手当
算定方法 支給時期

市長 95万2100円
平成26年度
支給割合
3.10月分

役職加算（15％）あり

1年につき給与月額の510/100
任期ごとに支給副市長 78万3600円 1年につき給与月額の300/100

教育長 70万3900円 1年につき給与月額の252/100
議長 58万9200円

副議長 51万5400円
議員 47万  600円

そ
の
他
の
手
当

手当名 支給対象 支給単価 国の制度との異同

扶養手当 扶養親族がいる職員
▷配偶者1万3000円
▷その他の扶養親族各6500円（職員に配偶者がない場

合、うち1人は1万1000円）
同じ -

住居手当 借家や持ち家に住んでいる職員 ▷借家居住者は家賃に応じた額（2万7000円限度）
▷持ち家居住者は一律5000円

一部
異なる 国：持ち家居住者なし

通勤手当 通勤のために交通機関や自動車
などを利用する職員

▷交通機関利用者は運賃相当額（5万5000円限度）
▷自動車などの利用者は距離に応じた額（3万4500円

限度）

一部
異なる

交通用具使用者な
ど、通勤距離の区
分およびそれに対
応した額

管理職
手当 管理・監督の地位にある職員 ▷部長級は7万7400円　▷課長級は6万2300円

▷保育所長は5万1900円
一部

異なる 定額制の金額

（人）

（人）

※より詳しい内容は、情報公開コーナー（市役所2階）や市ウェブサイト(http://www.city.kasuga.fukuoka.jp/)で見ること
ができます。

※▲はマイナスです。

■部門別職員数の状況と主な増減理由（平成27年4月1日現在）　※福祉職、技能労務職などを含む全ての一般職の職員です。

職員手当の状況（続き）

9 特別職などの給料・報酬（平成27年4月1日現在）

10 職員数の推移　※福祉職、技能労務職などを含む、全ての一般職の職員です。
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経
済
的
な
理
由
で
就
学
が
困
難
と
認

め
ら
れ
る
小
・
中
学
生
の
保
護
者

に
対
し
、
平
成
28
年
度
の
学
校
給
食
費
、

学
用
品
費
、
修
学
旅
行
費
な
ど
を
援
助
し

ま
す
。

　
援
助
を
希
望
す
る
人
は
、
直
接
窓
口
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
現
在
受
給
し
て
い
る
人
も
、
平

成
28
年
度
の
受
給
を
希
望
す
る
場
合
は
、

新
た
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯

①
生
活
保
護
が
廃
止
、
停
止
さ
れ
た
が
、

な
お
経
済
的
に
困
っ
て
い
る

②
世
帯
全
員
の
平
成
27
年
度
の
市
民
税
が

非
課
税

③
平
成
27
年
度
の
市
民
税
所
得
割
額（
住

宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
の
み
適
用

前
）の
世
帯
合
計
が
、
認
定
基
準
額
以

下※
平
成
28
年
度
の
認
定
基
準
額
は
、
３

月
下
旬
に
決
定
す
る
予
定
で
す
。
決

定
し
た
内
容
の
案
内
文
書
は
、
４
月

に
学
校
経
由
で
配
付
し
ま
す
。

※
６
月
以
降
に
申
請
し
た
場
合
は
、
平

成
28
年
度
の
市
民
税
所
得
割
額
で
判

定
し
ま
す
。

④
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る

⑤
経
済
的
な
事
情
で
子
ど
も
の
就
学
が
困

難
で
あ
る
と
教
育
委
員
会
が
認
め
る

申
請
期
間
・
場
所

▽
４
月
１
日
㈮
〜
28
日
㈭（
土
・
日
曜
日

を
除
く
）

市
役
所
４
０
５
会
議
室（
市
役
所
４
階
）

▽
５
月
２
日
㈪
以
降（
土
・
日
曜
日
、
祝

休
日
を
除
く
）

学
校
教
育
課
窓
口（
市
役
所
４
階
）

申
請
時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

全
員
持
っ
て
く
る
も
の　

印
鑑（
認
め
印

可
）、
振
込
先
の
通
帳（
保
護
者
名

義
の
も
の
）

対
象
の
要
件
ご
と
に
持
っ
て
く
る
も
の　

①
生
活
保
護
廃
止（
停
止
）通
知
書

②
・
③
18
歳
以
上
の
世
帯
員
の
平
成
27
年

度
市
民
税
課
税（
非
課
税
）証
明
書

※
平
成
27
年
１
月
１
日
現
在
市
に
居
住

し
、
平
成
27
年
度
の
市
民
税
の
申
告

を
し
た
人
は
不
要
で
す
。

④
児
童
扶
養
手
当
証
書

⑤
経
済
的
な
事
情
で
子
ど
も
の
就
学
が
困

難
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
資
料

※
就
学
援
助
の
支
給
開
始
は
、
原
則
と
し

て
申
請
月
か
ら
で
す
。
５
月
以
降
に
申

請
し
た
場
合
、
４
月
分
か
ら
は
支
給
で

き
ま
せ
ん
。

※
郵
送
で
の
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。
直
接

窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

小・中学校就学援助受付開始
学校教育課 学校教育担当　☎（584）1111（代表）　F（584）1153

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー（
市
教
育
委
員

会
）は
、
保
護
者
が
子
育
て
で
困
っ

た
と
き
や
、
児
童
・
生
徒
が
学
校
生
活
に

不
安
を
感
じ
た
と
き
な
ど
に
相
談
で
き

る
、
相
談
先
の
支
援
内
容
を
紹
介
す
る
チ

ラ
シ
、
サ
ポ
ー
ト
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
し

た
。

　
サ
ポ
ー
ト
マ
ッ
プ
を
使
い
、
一
人
で
悩

ま
ず
、
つ
な
が
り
支
え
合
っ
て
心
を
軽
く

し
ま
せ
ん
か
。

※
サ
ポ
ー
ト
マ
ッ
プ
は
、
市
内
の
全
小
中

学
校
で
配
布
す
る
他
、
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト（http://w

w
w
.city.kasuga.

fukuoka.jp/

）か
ら
も
入
手
で
き
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

▽
学
校
教
育
課
学
校
教
育
担
当（
市
役
所

４
階
）

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）１
１
５
３

▽
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

☎（
５
１
７
）０
３
９
６

サポートマップを作成しました　ぜひ活用してください
学校教育課 学校教育担当　☎（584）1111（代表）　F（584）1153

らお知 せ
http://www.city.kasuga.fukuoka.jp

市からの

URL
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市
国
民
健
康
保
険（
以
下「
市
国
保
」）の
加

入
と
喪
失
は
、
14
日
以
内
に
届
け
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。

○「
会
社
を
退
職
し
た
」、「
社
会
保
険
の
扶
養

か
ら
外
れ
た
」人

　
加
入
し
て
い
た
社
会
保
険
を
任
意
継
続
す

る
か
、
市
国
保
に
加
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
市
国
保
を
選
択
す
る
場
合
は
、
市
役
所

で
加
入
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
市
国
保
の
加
入
手
続
き
が
遅
れ
た
場
合
で

も
、
国
保
税
は
加
入
資
格
が
発
生
し
た
月

ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
計
算
し
ま
す
。

※
任
意
継
続
に
つ
い
て
は
、
加
入
し
て
い
た

社
会
保
険
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

○「
就
職
し
て
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し

た
」、「
社
会
保
険
な
ど
の
扶
養
に
入
っ
た
」

人
　
市
国
保
に
加
入
し
て
い
る
場
合
は
、
資
格

喪
失
手
続
き
が
必
要
で
す
。

※
社
会
保
険
な
ど
の
資
格
が
発
生
し
た
日
以

降
に
、
市
国
保
の
被
保
険
者
証
で
受
診
し

た
場
合
に
は
、
医
療
費
を
返
還
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。　

○「
市
国
保
に
加
入
中
で
修
学
の
た
め
市
外
に

転
出
す
る
」人

　
学
生
が
市
外
に
転
出
す
る
場
合
は
、
引
き

続
き
春
日
市
の
国
保
に
加
入
し
ま
す
。

※
た
だ
し
、
学
生
本
人
の
収
入
で
生
計
を
維

持
し
て
い
る
場
合
は
、
転
出
先
の
国
保
に

加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の　
下
表
参
照

市国民健康保険の加入や喪失の手続きはお早めに
国保年金課 国保担当　☎（584）1111（代表）　F（584）1141

手続き内容 必要となる書類

市国保への加入
※健康保険資格喪失日の2週間前から加入

手続きができます。
▷手続き対象者が今まで加入していた健康保険の資格喪失証明書の原本

市国保の喪失 ▷手続き対象者の市国保の被保険者証
▷手続き対象者が新しく加入した健康保険証

市外の学生となる場合 ▷手続き対象者の在学証明か合格通知書など

■全ての手続きに必要な書類
　上記の書類に加えて、1月からのマイナンバー制度開始に伴い下表の書類が必要です。

■各種手続きに必要な書類
　それぞれの手続き内容に応じて、下表の書類が必要です。

必要となる書類

①世帯主と手続き対象者のマイナンバーが分かるもの（下記のいずれか）
▷通知カード（簡易書留郵便で送付された紙製のカード）
▷個人番号カード（顔写真付きカード）
▷個人番号が記載された住民票

②届出者の本人確認書類（下記のいずれか）
【1点でよいもの】（顔写真付きの書類）
▷個人番号カード ▷運転免許証か運転経歴証明書 ▷パスポート ▷その他官公署が発行した顔写真付きのもの

【2点以上の確認が必要なもの】（顔写真がない書類）
▷健康保険証 ▷介護保険証 ▷公費医療受給者証 ▷納税通知書など

③世帯主からの委任状（届出者が世帯主以外の場合）
※委任状には、①委任者の氏名・住所（直筆の場合は押印不要）、②受任者の氏名・住所、③委任内容、委任した年月

日を記載してください。
※国民健康保険以外の手続きも併せて行う場合は、委任内容にその手続きについても記載してください。
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市
国
民
健
康
保
険（
国
保
）と
後
期
高

齢
者
医
療
保
険（
後
期
）の
加
入
世

帯
に
つ
い
て
、
入
院
中
の
食
事
に
掛
か
る

費
用
に
対
し
、
定
め
ら
れ
た
標
準
負
担
額

（
自
己
負
担
額
）を
差
し
引
い
た
残
り
の
額

が
、
保
険
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
自
己
負
担
額
は
、
世
帯
の
前
年
の
所
得

（
入
院
月
が
１
〜
７
月
の
場
合
は
前
々
年

の
所
得
）に
よ
る
所
得
区
分
で
決
定
さ
れ

ま
す
が
、
４
月
か
ら
そ
の
額
を
変
更
し
ま

す
。

※
所
得
区
分
が
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

に
つ
い
て
は
、
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
指
定
難
病
患
者
や
小
児
慢
性
特
定
疾
病

児
童
な
ど
の
自
己
負
担
額
に
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
。

※
４
月
１
日
時
点
で
、
既
に
１
年
を
超
え

て
精
神
病
床
に
入
院
し
て
い
る
人
は
、

経
過
措
置
と
し
て
今
ま
で
通
り
の
自
己

負
担
額
と
な
り
ま
す
。

所
得
区
分
と
自
己
負
担
額　
下
表
参
照

○
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

　
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
の
申
請
が
必
要
で
、
適
用
は
申
請

月
の
初
日
か
ら
で
す
。

　
ま
た
、
既
に
認
定
証
の
交
付
を
受
け

て
い
る
人（
低
所
得
Ⅰ
を
除
く
）で
、
入

院
日
数
が
１
年
間
に
90
日
を
超
え
る
場

合
は
、
長
期
入
院
の
再
申
請
が
必
要
で

す
。
適
用
は
申
請
日
か
ら
で
す
。

４月から入院時食事療養費の自己負担額を変更
国保年金課 国保担当、医療担当　☎（584）1111（代表）　F（584）1141

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
た
人
が
死
亡
し

た
場
合
、
そ
の
人
が
生
計
を
維
持
し
て

い
た
家
族
に
対
し
、
遺
族
基
礎
年
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

対
象　
子
の
あ
る
配
偶
者
ま
た
は
子
で
、
死
亡

し
た
人
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人

▽
死
亡
月
の
前
々
月
ま
で
の
加
入
期
間
の
う
ち

３
分
の
２
以
上
保
険
料
を
納
め
て
い
る（
免

除
期
間
を
含
む
）、
ま
た
は
死
亡
月
の
前
々

月
ま
で
の
１
年
間
に
保
険
料
の
滞
納
が
な
い

▽
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
、
ま
た
は

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
を
満
た
し

て
い
る

※
子
と
は
、
18
歳
に
な
っ
た
年
度
の
末
日
ま
で

の
子（
障
害
等
級
１・２
級
の
障
が
い
の
状
態

に
あ
る
場
合
は
20
歳
未
満
）の
こ
と
で
す
。

受
給
金
額　
78
万
１
０
０
円（
基
本
額
）＋
子
の

加
算
額

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

▽
国
保
年
金
課
年
金
担
当（
市
役
所
１
階
）

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）１
１
４
１

▽
南
福
岡
年
金
事
務
所

☎（
５
５
２
）６
１
１
２

F（
５
４
１
）７
６
４
９

もしものときの遺族基礎年金
国保年金課 年金担当　☎（584）1111（代表）　F（584）1141

所得区分 標準負担額
（1食当たり）

一般

平成30年3月31日まで 360円
平成30年4月1日から 460円

指定難病患者や小児慢性特定疾病児童など

260円
既に1年を超えて精神病床に入院している人で、引
き続き入院が続く人

市民税非課税世帯（注1）
90日以内の入院 210円
90日を超える入院（長期入院） 160円
70歳以上で低所得Ⅰ（注2） 100円

■変更後（平成28年4月から）の入院時食事療養費などの自己負担額表

（注1） 国保：世帯主と国保加入者の全員が市民税非課税の世帯
　　　後期：世帯全員が市民税非課税の世帯

（注2） 国保：世帯主と国保加入者全員の所得が一定の基準に満たない場合
　　　後期：世帯全員の所得が一定の基準に満たない場合
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バ
イ
ク
・
軽
自
動
車
の
各
種
手
続
き
や
軽
自
動
車
税

の
納
付
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
バ
イ
ク
・
軽
自
動
車
の
変
更
手
続
き

　
市
外
に
転
出
し
た
と
き
は
、
バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
の

住
所
変
更
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
手
続
き
を
し
な
い

と
軽
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
が
届
か
ず
、
車
検
な
ど

の
際
に
支
障
が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
廃
棄
や
盗
難
、
他
者
へ
の
譲
渡
な
ど
で
車
両

を
所
有
し
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
廃
車
か
名
義
変
更
の

手
続
き
が
必
要
で
す
。
手
続
き
を
し
な
い
と
、
そ
の
車

両
の
税
金
が
掛
か
り
続
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
手
続
き
が
必
要
で
ま
だ
済
ん
で
い
な
い
人
は
、
３
月

末
ま
で
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
時
点
の
所
有
者
に
課
税

さ
れ
ま
す
。

○
軽
自
動
車
税
の
納
付

　
平
成
28
年
度
の
軽
自
動
車
税
の
納
期
限
は
、
５
月
31

日
㈫
で
す
。
納
税
通
知
書
は
５
月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す

の
で
、
届
い
た
ら
期
限
内
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
通
知
書
の
一
部
は
納
税
証
明
書
と
な
っ
て
お

り
、
車
検
の
際
に
必
要
で
す
の
で
大
切
に
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。

○
口
座
振
替
の
注
意
点

　
口
座
振
替
の
手
続
き
を
し
て
い
る
人
で
、
車
両
の
買

い
替
え
や
新
た
な
購
入
を
し
た
場
合
は
、
あ
ら
た
め
て

口
座
振
替
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
口
座
振
替
分
の
納
税
証
明
書
は
、
６
月
中
旬
に
送
付

し
ま
す
。
車
検
の
た
め
、
６
月
１
日
か
ら
中
旬
ま
で
の

間
に
納
税
証
明
書
が
必
要
に
な
る
人
は
、
納
付
書
払
い

へ
の
変
更
を
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
・
問
い
合
わ
せ
先　
下
表
参
照

バイク・軽自動車の手続きと軽自動車税の納付を忘れずに
税務課 市民税担当　☎（584）1111（代表）　F（584）1141

春
は
、
カ
ラ
ス
な
ど
の
野
生
の
鳥
獣
に

と
っ
て
繁
殖
、
巣
立
ち
の
時
期
で
す
。

市
内
の
公
園
な
ど
で
も
、
ひ
な
を
守
ろ
う
と

す
る
カ
ラ
ス
が
、
人
間
を
襲
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
カ
ラ
ス
の
巣
や
ひ
な
に
は
近
づ
か
な
い

▽
や
む
を
得
ず
近
く
を
通
る
と
き
は
、
傘
や

帽
子
で
防
ぐ

▽
威
嚇
の
合
図（
大
声
で
鳴
く
、
鳴
き
な
が

ら
周
り
を
飛
ぶ
、
木
を
つ
つ
い
た
り
小
枝

を
折
っ
た
り
木
の
葉
を
散
ら
す
）が
あ
れ

ば
、
す
ぐ
に
そ
の
場
を
離
れ
る

▽
巣
を
作
っ
て
も
、
攻
撃
し
て
く
る
の
は
繁

殖
期
だ
け
の
一
時
的
な
行
動
な
の
で
慌
て

ず
に
様
子
を
見
る

▽
カ
ラ
ス
は
餌
と
な
る
生
ご
み
が
多
い
場
所

に
集
ま
っ
て
く
る
の
で
、
ご
み
出
し
の
時

間
を
守
り
、
生
ご
み
は
外
か
ら
見
え
な
い

よ
う
に
袋
の
奥
に
入
れ
る
な
ど
の
工
夫
を

す
る

※
カ
ラ
ス
の
巣
の
撤
去
は
、
原
則
そ
の
敷
地

の
管
理
者
が
行
い
ま
す
。
産
卵
前
や
巣

立
っ
た
後
の
巣
の
撤
去
を
自
分
で
行
う
こ

と
は
で
き
ま
す
が
、
巣
の
中
に
卵
や
ひ
な

が
い
る
と
、
鳥
獣
保
護
管
理
法
に
基
づ
く

許
可
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
専
門
業

者
な
ど
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

春はカラスに注意しましょう
環境課 生活環境担当　☎（584）1111（代表）　F（584）1147

車種 手続き先 問い合わせ先

125cc以下のバイク
転入する人：税務課（市役所1階） ☎（584）1111（代表）

F（584）1141
転出する人：転出先の市区町村役場 各市区町村

125ccを超え250cc以下のバイク 全国軽自動車協会連合会 福岡事務所
（福岡市東区箱

はこざき

崎ふ頭
とう

2-2-51） ☎（641）0431

250ccを超えるバイク 九州運輸局 福岡運輸支局
（福岡市東区千

ち は や

早3-10-40）
☎050（5540）2078
F（673）1197

三輪もしくは四輪の軽自動車 軽自動車検査協会 福岡主管事務所
（福岡市東区箱崎ふ頭2-2-49）

☎050（3816）1750
F（641）8572

※125ccを超えるバイク、三輪もしくは四輪の軽自動車については、福岡地区での手続きです。福岡地区以外
へ転出する人の詳しい手続き方法については、その地区を管轄する機関に直接問い合わせてください。

■バイク・軽自動車税の手続き・問い合わせ先
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東北被災三県からのメッセージ
　全国市長会を通じて、東日本大震災被災三県から
メッセージが届きました。東日本大震災から5年が
経過しましたが、今後も被災地の復興に向けてご協
力と応援をお願いします。
問い合わせ先　行政管理課秘書担当（市役所5階）
☎（584）1111（代表）
F（584）1145

○岩手県市長会長メッセージ
　東日本大震災津波からの復興にあたっては、全
国の皆さまから多くのご支援と励ましを賜り、心
から感謝申し上げます。
　岩手県では、平成28年に復興の架け橋として
「希望郷いわて国体・希望郷いわて大会」を開催し
ます。
　全国の皆さまにご来県いただき、岩手の魅力を
知って、買って、食べていただくことが、復興の
大きな力となります。今後とも、岩手の復興への
歩みと地域活性化に応援をお願いいたします。
　　　　　　岩手県市長会長　盛岡市長　谷

たにふじ
藤裕

ひろあき
明

○宮城県市長会長メッセージ
　東日本大震災に係り、全国の皆さまから温かい
ご支援を賜り感謝申し上げます。
　ご支援により復興しつつある宮城県内各地に足
をお運びいただき、ぜひとも豊富な食材や自然、
温泉、歴史など各市の魅力を存分に楽しんでいた
だきたいと思っております。皆さまに安心して旅
を楽しんでいただけるようおもてなしをすること
が、更なる復興の励みとなりますので、今後も応
援をお願いいたします。
　　　　　宮城県市長会長　仙台市長　奥

おくやま
山恵

え み こ
美子

○福島県市長会長メッセージ
　福島県の市町村は、今日も、東日本大震災から
の復興に全力で取り組んでいます。
　私たち福島県民にとって何よりうれしいのは、
全国の皆さんに今の「がんばる福島県」を素直に観
て、食べて、飲んで、買って、触れ合って、笑顔
の輪を広げていただくことです。
　これまでのご支援に心より感謝申し上げますと
ともに、変わらぬ応援をよろしくお願いします。
　　　　　　福島県市長会長　相馬市長　立

た ち や
谷秀

ひできよ
清

ペ
ッ
ト
の
飼
い
方
マ
ナ
ー
の

向
上
の
た
め
、
白
水
大
池

公
園
に
放
置
さ
れ
た
ペ
ッ
ト
の
ふ

ん
を
拾
う「
ペ
ッ
ト
の
フ
ン
一
掃

大
作
戦
」を
行
い
ま
す
。

　

散
歩
時
の
ふ
ん
の
放
置
な
ど
、

一
部
の
心
無
い
飼
い
主
の
マ
ナ
ー

違
反
の
せ
い
で
、
多
く
の
人
が
不

快
な
思
い
を
し
て
い
ま
す
。

　
飼
い
主
一
人
一
人
が
マ
ナ
ー
向

上
を
意
識
し
て
行
動
す
れ
ば
、
人

と
ペ
ッ
ト
は
快
適
に
暮
ら
せ
ま

す
。

　
こ
の
作
戦
に
参
加
し
て
、
一
緒

に
ペ
ッ
ト
の
ふ
ん
を
回
収
し
な
が

ら
、
マ
ナ
ー
向
上
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

　
参
加
は
無
料
で
、
申
し
込
み
も

不
要
で
す
。

日
時　
３
月
22
日
㈫（
雨
天
中
止
）

午
後
４
時
〜
５
時

場
所　

白
水
大
池
公
園（
下
白
水

２
０
９
）

※
当
日
は
、
白
水
大
池
公
園
管
理

棟
前
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

※
午
後
３
時
か
ら
、
犬
の
飼
い
主

同
士
の
交
流
を
図
り
な
が
ら
、

し
つ
け
の
必
要
性
や
大
切
さ
を

体
験
し
て
も
ら
う
た
め
、
し
つ

け
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
す
。
飼
い

犬
と
一
緒
に
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

第14回ペットのフン一掃大作戦
環境課 生活環境担当　☎（584）1111（代表）　F（584）1147

お知らせします
平成27年国勢調査速報値
　昨年10月1日に実施した国勢調査の速報値
が、総務省統計局から公表されました。春日市
の人口と世帯数は下表のとおりです。調査への
ご回答とご協力、ありがとうございました。　

※この結果は速報値で、10月（予定）に公表す
る確定値とは異なる場合があります。
問い合わせ先　地域づくり課商工農政担当（市
役所4階）
☎（584）1111（代表）　F（584）1153

項目 平成27年 平成22年 増減数 増減率
人口

（総数）11万  767人 10万6780人 3987人 3.7%

男 5万3291人 5万1445人 1846人 3.6%
女 5万7476人 5万5335人 2141人 3.9%

世帯数 4万3706世帯 4万1075世帯 2631世帯 6.4%

■平成27年国勢調査速報値
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ス
ポ
ー
ツ

少
林
寺
護
身
術
教
室
〜
初
心
者
コ
ー
ス
〜

参
加
者
募
集

　

少
林
拳
の
護
身
の
初
歩
を
教
え
ま

す
。
家
族
で
の
参
加
も
歓
迎
で
す
。

対
象　
小
・
中
学
生
、
高
校
生
、
一
般

日
時　
４
月
17
日
㈰

午
後
２
時
〜
３
時（
開
場
：
午

後
１
時
30
分
〜
）

場
所　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
３
階

武
道
場
１（
大
谷
６
ー
28
）

内
容　
護
身
の
心
得
、
実
践
課
題
な
ど

参
加
費　
３
０
０
円（
引
率
の
保
護
者

無
料
）

持
っ
て
く
る
も
の　

動
き
や
す
い
服

装
、
タ
オ
ル
、
水
筒
、
上
履
き

申
込
方
法　
４
月
10
日
㈰
ま
で
に
、
電

話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
住
所
、
氏
名
、

年
齢（
学
年
）、電
話
番
号
、メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
少
林
拳
春
日

連
盟　
稲い

ね
な
が永

☎（
５
９
５
）０
１
１
２（
F
兼
用
）

Sh
yao

lin
2

0
1

2
ch

ye
n

@
yahoo.co.jp
h

ttp
://w

w
w

2
.c

sf.n
e 

.jp/~shyaolin-shyoryu/

第
４
２
回
春
日
市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

参
加
者
募
集

対
象　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

▽
市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
し

て
い
る
中
学
生
以
上
の
人

▽
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
員

日
時　
４
月
24
日
㈰

午
前
９
時
15
分
〜
午
後
５
時

（
受
付
：
午
前
９
時
〜
）

場
所　

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
メ

イ
ン
ア
リ
ー
ナ（
大
谷
６
ー
28
）

種
目

▽
男
子
ダ
ブ
ル
ス
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
級

▽
女
子
ダ
ブ
ル
ス
Ａ（
39
歳
以
下
）・
Ａ

（
40
歳
以
上
）・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
級

▽
混
合
ダ
ブ
ル
ス
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
級

※
全
種
目
Ａ
級
の
み
市
外
の
人
も
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　

※
水
鳥
球
を
使
用
し
ま
す
。

参
加
費（
１
人
１
種
目
）

▽
一
般　
１
２
０
０
円

▽
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
員　
１
０
０ 

０
円

▽
中
学
生
・
高
校
生　
８
０
０
円

申
込
方
法　
４
月
８
日
㈮（
必
着
）ま
で

に
、
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
郵
便
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
送

る

※
大
会
要
項
、
申
込
書
は
、
市
体

育
協
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://

kasuga-taikyo.com
/

）
か
ら
入

手
で
き
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
協
会　

豊と
よ
た田（
〒
816
ー

０
８
７
２
桜
ヶ
丘
５
ー
16
ー

５
１
０
）　

☎（
５
９
３
）２
１
２
５

kasuga.bado.2016@
gm

ail.
com

第
４
１
回
春
日
市
テ
ニ
ス
協
会
会
長
杯

オ
ー
プ
ン
テ
ニ
ス
大
会
参
加
者
募
集

日
時　
４
月
24
日
㈰

午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
受
付：

午
前
８
時
30
分
〜
）

※
雨
天
の
場
合
は
、
５
月
１
日
㈰
に
延

期
し
ま
す
。

場
所　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
テ
ニ

ス
コ
ー
ト（
大
谷
６
ー
28
）

※
駐
車
場
は
台
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
な
る
べ
く
公
共
交
通
機
関
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

種
目

▽
女
子
ダ
ブ
ル
ス
Ｂ
・
Ｃ
級
・
シ
ニ
ア

（
60
歳
以
上
）

▽
男
子
ダ
ブ
ル
ス
Ａ
・
Ｂ
級
・
シ
ニ
ア

（
60
歳
以
上
）・
グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア（ 

70
歳
以
上
）

※
組
み
合
わ
せ
は
当
日
発
表
し
ま
す

が
、
参
加
者
数
に
よ
り
種
目
を
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

参
加
費

▽
一
般　
１
人
１
５
０
０
円　

▽
市
テ
ニ
ス
協
会
員　
１
人
１
０
０
０
円

申
込
方
法　
４
月
14
日
㈭（
必
着
）ま
で

に
、
往
復
は
が
き
か
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
種
目
、
本
人
と
ペ
ア
の
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
所
属

ク
ラ
ブ（
協
会
員
の
み
）・
優
勝

年
度（
優
勝
経
験
者
の
み
）を
記

入
し
て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

市
テ
ニ
ス

協
会　
宮み

や
ち地（
〒
816
ー
０
８
０ 

５
千
歳
町
２
ー
１
５
８
ー
34
ー

５
０
３
）

☎（
５
９
２
）３
３
４
０（
F
兼
用
）

http://kasuga-tennis.itigo.
jp/HTM

L/子
育
て

参
加
者
募
集

は
じ
め
ま
し
て
♪
あ
か
ち
ゃ
ん

　
須
玖
児
童
セ
ン
タ
ー
で
は
、
生
後
２

カ
月
か
ら
６
カ
月（
平
成
27
年
10
月
〜

平
成
28
年
１
月
生
ま
れ
）の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、
お
出
掛
け
デ

ビ
ュ
ー
や
、
友
達
づ
く
り
を
応
援
す
る

教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
月
齢
が
近
い
子
ど
も
の
親
子
同
士
で

交
流
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

※
２
日
間
と
も
参
加
で
き
る
人
で
、
初

め
て
参
加
す
る
子
ど
も
が
対
象
で

す
。

※
き
ょ
う
だ
い
児
の
参
加
は
で
き
ま

せ
ん（
託
児
な
し
）。

日
程　
４
月
８
日
㈮
、
13
日
㈬

時
間　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所　

す
く
す
く
プ
ラ
ザ（
須
玖
南

２
ー
１
２
０
）

内
容　
親
子
あ
そ
び（
タ
ッ
チ
ケ
ア
な

ど
）、
保
護
者
同
士
の
交
流
会
、

保
育
士
に
よ
る
相
談（
希
望
者

の
み
）

定
員　
12
組（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

３
月
16
日
㈬
〜
31
日
㈭

に
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
子
ど
も

の
名
前
、
生
年
月
日
、
居
住
地

区
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
支
援

課
子
育
て
支
援
担
当

☎（
５
８
４
）１
０
１
０

F（
５
８
４
）７
７
３
９

ko
so

d
ate@

city.kasuga.
fukuoka.jp健　

康

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

栄
養
相
談

　
生
活
習
慣
病
や
子
ど
も
の
食
事
が
気

に
な
る
人
な
ど
、
食
生
活
に
関
す
る
悩

み
に
つ
い
て
、
管
理
栄
養
士
が
無
料
で

相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
前
日
ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
。
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

日
程　
３
月
29
日
㈫
、
４
月
６
日
㈬

時
間　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分
の

う
ち
１
時
間
程
度

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
課
保
健

指
導
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

www.city.kasuga.fukuoka.jp
春日市役所 ☎（584）1111
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高
齢
者
の
た
め
の
運
動
教
室

参
加
者
募
集

　
４
月
か
ら
始
ま
る
介
護
予
防
の
た
め

の
運
動
教
室
で
す
。
自
分
の
体
力
に

合
っ
た
教
室
を
選
ん
で
、
楽
し
く
無
理

な
く
運
動
を
始
め
ま
せ
ん
か
。

　
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
人
が
対

象
で
す
。

70
歳
以
上
の
市
民
対
象

▽
七な

な
ま
る〇
元
気
塾

　
体
力
の
低
下
が
気
に
な
る
人
を
対

象
に
、
椅
子
に
座
っ
て
簡
単
な
筋
力

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
バ
ラ
ン
ス
運
動
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
行
い
ま

す
。

日
程　
４
月
13
日
〜
６
月
29
日
の
毎

週
水
曜
日（
祝
日
を
除
く
計

11
回
）

時
間　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

定
員　
25
人

▽
古
希
元
気
塾

　
転
倒
予
防
の
た
め
の
運
動
や
、
ス

ト
レ
ッ
チ
な
ど
を
行
い
ま
す
。
七
〇

元
気
塾
よ
り
も
運
動
強
度
が
や
や
高

い
教
室
で
す
。

日
程　
４
月
14
日
〜
６
月
30
日
の
毎

週
木
曜
日（
祝
日
を
除
く
計

11
回
）

時
間　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

定
員　
25
人

▽
肩
腰
ら
く
ら
く（
新
規
）

　
肩
や
腰
が
重
た
く
、
動
き
に
く
い

と
感
じ
る
人
を
対
象
に
、
肩
こ
り
や

腰
痛
の
予
防
・
改
善
を
行
い
ま
す
。

日
程　
４
月
11
日
〜
６
月
27
日
の
毎

週
月
曜
日（
計
12
回
）

時
間　
午
前
11
時
〜
午
後
０
時
15
分

定
員　
25
人

60
歳
以
上
の
市
民
対
象

▽
か
ら
だ
ニ
コ
ニ
コ
体
操（
旧
に
こ
に

こ
ス
タ
ジ
オ
）

　
ミ
ニ
ボ
ー
ル
や
ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー

ル
な
ど
の
運
動
用
具
を
利
用
し
、
筋

力
お
よ
び
柔
軟
性
の
向
上
を
行
い
ま

す
。

日
程　
４
月
11
日
〜
６
月
27
日
の
毎

週
月
曜
日（
計
12
回
）

時
間　
午
前
９
時
30
分
〜
10
時
45
分

定
員　
40
人

▽
足
腰
元
気（
旧
ロ
コ
モ
予
防
大
学
）

　
筋
力
の
低
下
を
感
じ
る
人
を
対
象

に
、
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

の
予
防
に
効
果
的
な
筋
力
向
上
の
運

動
を
行
い
ま
す
。

日
程　
４
月
12
日
〜
６
月
28
日
の
毎

週
火
曜
日（
祝
日
を
除
く
計

11
回
）

時
間　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
45
分

定
員　
30
人

▽
い
き
い
き
リ
ズ
ム
体
操（
旧
い
き
い

き
ス
タ
ジ
オ
）

　
体
力
の
向
上
を
目
指
す
人
を
対
象

に
、リ
ズ
ム
体
操
、筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
、ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
程　
４
月
13
日
〜
６
月
29
日
の
毎

週
水
曜
日（
祝
日
を
除
く
計

11
回
）

時
間　
午
前
９
時
30
分
〜
10
時
45
分

定
員　
40
人

▽
姿
勢
改
善（
新
規
）

　
ス
ト
レ
ッ
チ
や
呼
吸
法
、
体
幹
ト

※
新
規
者
優
先
で
、申
込
先
着
順
で
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

い
き
い
き

ル
ー
ム（
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
内
）

☎（
５
０
１
）１
１
６
２（
F
兼
用
）

環　

境

地
球
に
い
い
こ
と
始
め
よ
う
！

こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
募
集

　
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
と
は
、
子
ど
も

た
ち（
３
歳
〜
高
校
生
）が
環
境
を
守
る

た
め
に
自
由
に
テ
ー
マ
を
決
め
て
環
境

活
動
を
行
う
ク
ラ
ブ
で
す
。

　
学
校
の
ク
ラ
ス
や
近
所
の
仲
間
、
家

族
と
一
緒
に
、
身
近
な
環
境
活
動
に
取

り
組
み
ま
せ
ん
か
。参
加
は
無
料
で
す
。

対
象　
子
ど
も
１
人
と
大
人
１
人
以
上

の
グ
ル
ー
プ（
誰
で
も
参
加
可
）

※
ク
ラ
ブ
を
つ
く
り
事
務
局
に
登
録

す
る
と
、
活
動
の
参
考
と
な
る

ニ
ュ
ー
ス
や
環
境
記
録
ノ
ー
ト
な

ど
の
活
動
に
役
に
立
つ
道
具
が

も
ら
え
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://w

w
w

.
city.kasuga.fukuoka.jp/life/
go

m
ikankyo

u/eco
lo

gy/
ecoclub.htm

l

）
を
見
て
く
だ
さ

い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
こ
ど
も
エ
コ

ク
ラ
ブ
地
方
事
務
局（
市
環
境

課
環
境
計
画
担
当
）

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）１
１
４
７

ka
n

kyo
@

city.ka
su

ga
.

fukuoka.jp

レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、
健
康
的
な
姿

勢
づ
く
り
を
し
ま
す
。

日
程　
４
月
13
日
〜
6
月
29
日
の
毎

週
水
曜
日（
祝
日
を
除
く
計

11
回
）

時
間　
午
前
11
時
〜
午
後
０
時
15
分

定
員　
30
人

▽
男
性
元
気
ア
ッ
プ

　
運
動
不
足
を
感
じ
る
男
性
を
対
象

に
、
筋
肉
の
柔
軟
性
や
連
動
性
に
焦

点
を
当
て
た
運
動
を
行
い
ま
す
。

日
程　
４
月
11
日
〜
６
月
27
日
の
毎

週
月
曜
日（
計
12
回
）

時
間　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
45
分

定
員　
30
人

▽
男
性
体
力
ア
ッ
プ（
新
規
）

　

男
性
同
士
で
仲
間
づ
く
り
を
し

な
が
ら
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
有
酸
素
運
動

を
行
い
ま
す
。
男
性
元
気
ア
ッ
プ
よ

り
も
、
や
や
運
動
強
度
が
高
い
教
室

で
す
。

日
程　
４
月
９
日
〜
６
月
25
日
の
毎

週
土
曜
日（
計
12
回
）

時
間　
午
前
10
時
〜
11
時
15
分

定
員　
30
人

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

利
用
料　
１
回
２
５
０
円

申
込
方
法　

３
月
16
日
㈬
〜
26
日
㈯

に
、電
話
か
直
接
窓
口
で
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
伝

え
る

少
年
少
女
を
守
る
た
め
に
！

　
春
休
み
か
ら
新
学
期
に
か
け
て
の

こ
の
時
期
は
、
生
活
環
境
の
変
化
に

伴
い
、
喫
煙
や
深
夜
徘
徊
、
万
引
き

や
乗
物
盗
な
ど
の
非
行
に
走
り
や
す

い
時
期
で
す
。

　
非
行
の
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
な
い
よ

う
、
子
ど
も
の
行
動
に
感
心
を
持
ち
、

深
夜
の
外
出
や
外
泊
を
さ
せ
な
い
な

ど
、
非
行
に
走
ら
な
い
環
境
づ
く
り

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、出
会
い
系
サ
イ
ト
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
に
起
因
し
た
性
的
被

害
を
受
け
る
な
ど
、
悪
質
な
犯
罪
被

害
に
遭
う
事
例
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。

　
少
年
少
女
の
犯
罪
被
害
を
防
止
す

る
た
め
に
も
、
ス
マ
ー
ト
ホ
ン
に
は
、

有
害
サ
イ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
ブ

ロ
ッ
ク
す
る
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
必

ず
設
定
し
ま
し
ょ
う
。

　
少
年
少
女
に
関
す
る
悩
み
や
相
談

が
あ
る
人
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
相
談

機
関
を
利
用
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

相
談
先　
中
央
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー

☎（
５
８
８
）７
８
３
０

安
全

安
心

問
い
合
わ
せ
先

▽
安
全
安
心
課
防
犯
安
全
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）１
１
４
３

▽
春
日
警
察
署
安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

☎（
５
８
０
）０
１
１
０（
F
兼
用
）
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１
ー
８
ー
１
）

☎（
７
３
３
）５
０
０
４

F（
７
３
３
）５
０
０
５

講
演
講
座

一般
社
団
法
人
春
日
市
体
育
協
会

Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会

　
人
工
呼
吸
や
胸
部
圧
迫
、Ａ
Ｅ
Ｄ（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）、
そ
の
他
の
応

急
処
置
を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。
気
軽

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
受
講
は
無
料
で
す
。

対
象　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

▽
市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
す
る
中
学

生
以
上
の
人

▽
市
体
育
協
会
会
員

日
時　
４
月
24
日
㈰

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時
30

分（
受
付
：
午
前
９
時
〜
）

場
所　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
会
議

室
１・２・３（
大
谷
６
ー
28
）

講
師　
春
日
・
大
野
城
・
那
珂
川
消
防

署
救
急
隊

定
員　
40
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
４
月
６
日
㈬
ま
で
に
、
電

話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、
修

了
証
番
号（
修
了
証
を
持
っ
て

い
る
人
の
み
）を
伝
え
る
か
、

申
請
書
を
提
出
す
る

※
申
請
書
は
、
市
体
育
協
会
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト（http://kasuga-taikyo.

com
/

）か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
体
育
協
会

☎（
５
７
４
）９
１
３
１

F（
５
７
４
）９
１
３
８

haru-t@
bb.csf.ne.jp

消
費
者
啓
発
講
演
会

参
加
者
募
集

　
市
は
、
消
費
者
被
害
を
な
く
し
、
消

費
者
一
人
一
人
が
主
体
的
に
消
費
社
会

に
参
画
す
る
と
い
う「
消
費
者
市
民
社

会
」を
目
指
し
、
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。

　
近
年
、
還
付
金
詐
欺
や
オ
レ
オ
レ
詐

欺
な
ど
の
ニ
セ
電
話
詐
欺
の
被
害
が
急

増
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
悪
質
メ
ー
ル

な
ど
に
よ
る
架
空
請
求
や
ス
マ
ー
ト

ホ
ン
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
被
害

も
起
き
て
い
ま
す
。
手
口
は
巧
妙
か
つ

悪
質
で
、
誰
も
が
被
害
に
遭
う
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。だ
ま
し
の
手
口
を
知
り
、

対
処
法
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
参
加
は
無
料
で
、
申
し
込
み
は
不
要

で
す
。

日
時　
３
月
24
日
㈭　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
市
役
所
２
階
大
会
議
室

演
題　
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
ニ
セ
電
話
詐
欺
〜

ニ
セ
電
話
詐
欺
や
悪
質
商
法
の

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
〜

講
師　
春は

る
た田
久く

み

こ
美
子
さ
ん（
福
岡
エ
ク

レ
ー
ル
法
律
事
務
所
弁
護
士
）

問
い
合
わ
せ
先　
安
全
安
心
課
防
犯
安

全
担
当（
市
役
所
３
階
）

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）１
１
４
３

anzen@
city.kasuga.fukuok 

a.jp

市
国
際
交
流
協
会

春
期
親
子
英
会
話
講
座

　
英
語
を
母
国
語
と
す
る
講
師
に
よ
る

親
子
英
会
話
講
座
で
す
。

対
象　
３・
４
歳
の
子
ど
も
と
そ
の
保

護
者

日
程　
４
〜
９
月
の
毎
月
第
２・
４
土

曜
日（
計
12
回
）

時
間　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー（
大

谷
６
ー
24
）

受
講
料　
月
額
１
組
２
５
０
０
円（
６

カ
月
分
前
納
、
子
ど
も
２
人
目

以
降
は
１
人
月
額
１
０
０
０

円
）

※
同
伴
の
３
歳
未
満
児
は
無
料
で
す
。

定
員　
10
組（
申
込
先
着
順
）

※
３
月
26
日
㈯
に
、
無
料
体
験
講
座
を

行
い
ま
す（
３
月
23
日
㈬
ま
で
に
要

電
話
予
約
）。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
国
際
交
流

協
会　
田た

ぶ
ち渕

☎（
５
９
６
）６
９
５
６（
F
兼
用
）

春
日
・
大
野
城
・
那
珂
川
消
防
署

普
通
救
命
講
習
Ⅱ

　
人
工
呼
吸
や
胸
骨
圧
迫
、Ａ
Ｅ
Ｄ（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）、
そ
の
他
の
応

急
処
置
を
身
に
付
け
る
救
命
講
習
会
で

す
。

　
受
講
は
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

※
筆
記
・
実
技
試
験
が
あ
り
ま
す
。

対
象　
春
日
市
、
大
野
城
市
、
那
珂
川

環
境
対
策
支
援
補
助
金

補
助
候
補
団
体
募
集

　
福
岡
都
市
圏
の
水
源
地
域
で
あ
る
筑

後
川
流
域（
有
明
海
を
含
む
）で
、
環
境

保
全
活
動
を
行
う
非
営
利
活
動
団
体
な

ど
に
対
し
、
活
動
費
を
補
助
し
ま
す
。

対
象　
筑
後
川
流
域（
有
明
海
を
含
む
）

に
お
け
る
環
境
保
全
活
動
を
行

う
、
福
岡
都
市
圏
内
の
非
営
利

活
動
団
体
や
大
学
の
サ
ー
ク
ル

な
ど

補
助
率
・
補
助
限
度
額

▽
森
林
の
育
成
や
保
全
活
動
、
森
林
に

関
す
る
環
境
教
育
活
動　

補
助
率
90
％
、
補
助
限
度
額
40
万
円

▽
河
川
や
海
な
ど
の
清
掃
活
動
、
環
境

教
育
活
動
、
水
質
保
全
活
動
な
ど

補
助
率
70
％（
大
学
の
サ
ー
ク
ル
な

ど
の
活
動
の
場
合
は
補
助
率
90
％
）、

補
助
限
度
額
30
万
円

※
申
請
額
が
10
万
円
未
満
の
場
合
は
、

申
請
額
を
基
本
と
し
ま
す
。

申
請
方
法　
４
月
15
日
㈮
ま
で
に
、
申

請
書
類（
補
助
金
申
請
書
、
活

動
計
画
書
、活
動
収
支
計
画
書
、

団
体
の
概
要
な
ど
）に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
定
款
・
規
約
、

役
員
名
簿
を
添
付
し
提
出
す
る

※
申
請
書
類
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（http
s://w

w
w

.fukuo
ka-

tosiken.jp/index.htm
l

）
か
ら

入
手
で
き
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
福
岡
都
市
圏

広
域
行
政
事
業
組
合（
〒
810
ー

８
６
２
０
福
岡
市
中
央
区
天て

ん
じ
ん神

町
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
中

学
生
以
上
の
人

日
時　
４
月
10
日
㈰

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時
30

分

場
所　
同
消
防
本
部（
春
日
２
ー
２
ー

１
）

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
公
共

交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

定
員　
各
40
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
消
防
署
本

署
救
急
係

☎（
５
８
４
）１
１
９
９

F（
５
８
４
）１
１
６
１

募　

集

春
日
市
消
費
者
の
会

会
員
募
集

　
同
会
は
、
一
緒
に
消
費
生
活
に
関
す

る
勉
強
会
や
啓
発
活
動
を
行
う
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。興
味
の
あ
る
人
は
、

一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　
市
消
費
者
の
会
会
長

　
薛せ

つ

☎（
５
８
１
）９
１
７
８（
F
兼
用
）
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問い合わせ先　環境課
☎（584）1111（代表） F（584）1147

地球温暖化を食い止めよう！

　昨年末、環境省は、地球温暖化に
影響する温室効果ガスの2014年度
の総排出量を、13億6500万トンと
発表しました。
　これは2013年度の総排出量14
億800万トンと比べると3.0％の減
で、2009年度以来の前年度比減と
なりました。
　しかし、2005年度の総排出量13
億9600万トンと比べると2.2％の
減少に留まっており、2020年の目
標の2015年度比3.8％減には届い
ていません。
　また、昨年日本は、2030年度に
2013年度比で26.0％削減するとい
う目標を国連に提出していますの
で、引き続き温室効果ガスの削減努
力が必要です。
　地球温暖化を食い止めることがで
きるのは、私たち人間だけです。一
人一人がで
きることか
ら 始 め ま
しょう。

惣
利
平
成
龍
保
存
会

会
員
募
集

　
お
宝
文
化
百
選
に
も
登
録
さ
れ
て
い

る
、
惣
利
平
成
龍
を
保
存
す
る
惣
利
平

成
龍
保
存
会
は
、
長
崎
の
龍じ

ゃ
お
ど踊
り
を
思

わ
せ
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
踊
り
で
、
市

内
外
を
問
わ
ず
精
力
的
に
活
動
し
て
い

ま
す
。

　
同
会
は
、
市
内
外
か
ら
随
時
会
員
を

募
集
し
て
お
り
、
誰
で
も
会
員
に
な
れ

ま
す（
体
験
入
会
可
）。

日
時　
第
２
日
曜
日　

午
後
８
時
〜（
１
時
間
程
度
）

場
所　
惣
利
地
区
公
民
館（
惣
利
３
ー

１
３
３
ー
１
）

内
容　
龍
踊
り
担
ぎ
手（
大
人
龍
、
子

ど
も
龍
）、
お
は
や
し
隊（
キ
ャ 

ン
キ
ャ
ン
、
チ
ャ
ッ
パ
、
ラ
ッ

パ
、
ど
ら
、
太
鼓
）、
裏
方（
誘

導
、
爆
竹
）

会
費　
年
間
１
０
０
０
円

申
込
方
法　
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
氏

名
、
電
話
番
号（
フ
ァ
ッ
ク
ス

番
号
）を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
惣
利
平
成
龍

保
存
会　
稲い

ね
な
が永

☎（
５
９
５
）０
１
１
２（
F
兼
用
）

http://ksg.csf.ne.jp/~
hei 

seidoragon/index.htm
l

Ｊジ
ャ
イ
カ

Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
春
募
集

体
験
談
・
説
明
会
開
催

　
入
場
は
無
料
で
予
約
も
不
要
で
す
。

場
所
・
日
時（
体
験
談
・
説
明
会
）

○
ア
ク
ロ
ス
福
岡
７
階
大
会
議
室（
福

岡
市
中
央
区
天て

ん
神じ
ん
２
ー
12
ー
１
）

▽
３
月
27
日
㈰　
午
後
２
時
30
分
〜

▽
４
月
13
日
㈬　
午
後
７
時
〜

○
博
多
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
９
階
大
ホ
ー

ル（
福
岡
市
博
多
区
博は

か
た
え
き
ち
ゅ
う
お
う
が
い

多
駅
中
央
街

２
ー
１
）

▽
４
月
３
日
㈰　
午
後
２
時
30
分
〜

▽
４
月
19
日
㈫　
午
後
７
時
〜

問
い
合
わ
せ
先　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
九
州
市
民

参
加
協
力
課

☎
０
９
３（
６
７
１
）６
３
１
１

F
０
９
３（
６
７
１
）０
９
７
９

http://w
w

w
.jica.go.jp/

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
春
日
第
三
団

団
員
募
集

　
野
外
活
動
や
奉
仕
活
動
な
ど
を
通
し

て
、た
く
ま
し
さ
や
自
立
心
、協
調
性
、

社
会
性
な
ど
を
身
に
付
け
ま
せ
ん
か
。

　
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

対
象

▽
ビ
ー
バ
ー
ス
カ
ウ
ト　
小
学
１
〜
２

年
生

▽
カ
ブ
ス
カ
ウ
ト　
小
学
３
〜
５
年
生

▽
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト　
小
学
６
年
生
〜

中
学
３
年
生

説
明
会
日
時　
３
月
20
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館

１
階
料
理
講
習
室（
大
谷
６
ー

24
）

問
い
合
わ
せ
先　
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
春

日
第
三
団　
中な

か
し
ま島

☎（
５
９
１
）２
６
２
５（
F
兼
用
）

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
春
日
第一団

見
学
・
体
験
会
参
加
者
募
集

　
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
春
日
第
一
団
は
、

元
気
に
楽
し
く
活
動
で
き
る
仲
間
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
自
然
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
子
ど
も

と
一
緒
に
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
活
動
を

見
学
・
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
楽
し
く
遊
べ
る
野
外
活
動
を
準
備
し

て
い
る
の
で
、
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

　
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
体
験
会
に
は
、
保
護
者
同
伴
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い（
野
外
活
動
・
運
動

の
で
き
る
服
装
）。

対
象

▽
ビ
ー
バ
ー
ス
カ
ウ
ト　
幼
稚
園
・
保

育
園
年
長
〜
小
学
２
年
生

▽
カ
ブ
ス
カ
ウ
ト　
小
学
３
〜
５
年
生

日
時　
４
月
３
日
㈰

午
前
10
時
〜
正
午（
受
付
：
午

前
９
時
30
分
〜
）

場
所　
白
水
大
池
公
園
管
理
棟
前
広
場

（
下
白
水
２
０
９
）

定
員　
20
人
程
度

問
い
合
わ
せ
先　
日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ

ト
春
日
第
一
団
事
務
局　
石い

し
ば
し橋

☎（
５
７
３
）１
３
９
３（
F
兼
用
）

0

4

8

12

16

12.70
13.6513.96

14.80

（億トン）

■温室効果ガス総排出量の推移

1990年度 2005年度 2013年度 2014年度
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食のワンポイント 　
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
深
刻
な
問

題
に
な
って
い
る「
認
知
症
」は
、
誰
に

で
も
起
こ
り
う
る
脳
の
病
気
で
す
。

　
脳
や
体
を
使
わ
な
い
と
、
認
知
症

の
発
症
や
進
行
を
加
速
さ
せ
ま
す
。

　
次
の
方
法
で
脳
の
活
性
化
を
図
り
、

認
知
症
発
症
の
危
険
性
を
少
な
く
し

ま
し
ょ
う
。

※
た
だ
し
、
本
人
が
嫌
が
る
の
に
無

理
強
い
す
る
の
は
、
ス
ト
レ
ス
や
自

信
喪
失
に
つ
な
が
り
逆
効
果
で
す
。

▽
た
く
さ
ん
笑
う

　
好
き
な
こ
と
を
し
て
脳
に
心
地

よ
い
刺
激
を
与
え
、
た
く
さ
ん
笑

い
、
意
欲
を
も
た
ら
す
脳
内
物
質

（
ド
ー
パ
ミ
ン
）を
多
く
放
出
し
ま

し
ょ
う
。

▽
人
と
た
く
さ
ん
触
れ
合
う

　
社
会
と
の
接
触
を
失
う
と
、
認

知
機
能
の
低
下
が
進
み
ま
す
。
友

人
や
家
族
な
ど
と
楽
し
く
会
話
し

ま
し
ょ
う
。

▽
人
の
役
に
立
つ
こ
と
を
す
る

　
趣
味
を
生
か
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
な
ど
を
日
課
に
取
り
入
れ

日
々
の
生
活
を
充
実
さ
せ
、
認
知

機
能
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

▽
自
分
が
楽
し
い
と
思
う
運
動
や
趣

味
活
動
を
意
欲
的
に
行
う

　
散
歩
や
体
操
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
な
ど
、
自
分
の
嗜し

こ
う好
に
合
っ
た

も
の
を
選
び
、
無
理
な
く
行
い
ま

し
ょ
う
。

　
認
知
症
予
防
の
た
め
に
は「
何
を
し

た
ら
よ
い
か
」で
は
な
く
、
ど
う
刺
激

の
あ
る
日
常
生
活
を
送
る
か
が
重
要

で
す
。

　
市
で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
介
護
予
防

教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
積
極
的

に
参
加
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

認
知
症
の
予
防

春の料理には苦味を盛れ
　春野菜が持つ独特の苦味は、
体の活動が鈍い冬に、体にたまっ
た毒素を出す働きがあります。
　苦味のある山菜や春野菜には
解毒作用があり、香りの強いセ
リやセロリなどのセリ科の野菜
には、のぼせやイライラを鎮め
る効果があります。
　また、生命力とみずみずしい
食感のあるタケノコは、熱をと
り、せきやたんの改善、むくみ
解消にも効果があります。
　このような旬の食材を効果的
に摂取し、春を元気に過ごしま
しょう。

そ
の
他

実
施
し
て
い
ま
す

労
働
力
調
査

　
総
務
省
統
計
局
と
県
は
、
毎
月
労
働

力
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
労
働
力
調
査
は
、
国
の
失
業
率
や
雇

用
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
重
要
な
統

計
調
査
で
す
。

　
調
査
員
が
皆
さ
ん
の
家
に
調
査
訪
問

す
る
際
に
は
、協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
期
間　
４
〜
10
月

調
査
地
区　
一
の
谷
３
丁
目
、
ち
く
し

台
１・
２
丁
目
、
須
玖
南
２
丁

目
、
若
葉
台
西
１
丁
目
、
小
倉

東
２
丁
目

問
い
合
わ
せ
先　
県
企
画
・
地
域
振
興

部
調
査
統
計
課
調
査
第
一
班
労

働
力
調
査
担
当

☎（
６
５
１
）１
１
１
１

F（
６
４
３
）３
１
９
２

歌
会
始

お
題
は「
野
」

　
平
成
29
年
の
歌
会
始
の
お
題
は「
野
」

で
す
。
ぜ
ひ
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※「
野
」の
字
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
れ
ば

「
野
火
」、「
視
野
」な
ど
の
熟
語
に
し

て
も
構
い
ま
せ
ん
。

詠
進
歌
の
詠
進
要
領

○
お
題
を
詠
み
込
ん
だ
自
作
の
短
歌
で

１
人
１
首
と
し
、
未
発
表
の
も
の
に

限
る

○
習
字
用
の
半
紙
を
横
長
に
使
い
、
右

半
分
に
お
題
と
短
歌
、
左
半
分
に
郵

便
番
号
、住
所
、電
話
番
号
、氏
名（
本

名
・
ふ
り
が
な
付
き
）、
生
年
月
日
、

性
別
、
職
業（
な
る
べ
く
具
体
的
に
）

を
縦
に
書
く（
書
式
図
参
照
）

※
無
職
の
場
合
は「
無
職
」と
書
き
、

以
前
職
業
に
就
い
た
こ
と
が
あ
る

場
合
は
、
な
る
べ
く
元
の
職
業
を

書
い
て
く
だ
さ
い（
主
婦
の
場
合

は「
主
婦
」で
可
）。

○
記
載
事
項
は
全
て
毛
筆
で
自
書
す
る

※
海
外
か
ら
詠
進
す
る
場
合
、
用
紙

は
随
意（
た
だ
し
半
紙
サ
イ
ズ
24

㎝
×
33
㎝
の
横
長
）で
、
毛
筆
で

な
く
て
も
い
い
で
す
。

○
病
気
ま
た
は
身
体
障
が
い
の
た
め
、

毛
筆
で
自
書
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
は
、
次
の
方
法
で
詠
進
す
る

▽
代
筆（
墨
書
）で
詠
進
し
、
代
筆
の

理
由
と
代
筆
者
の
住
所
、
氏
名
を

別
紙
に
書
い
て
添
え
る

▽
本
人
が
ワ
ー
プ
ロ
や
パ
ソ
コ
ン
な

ど
を
使
っ
て
印
字
し
、
こ
れ
ら
の

機
器
を
使
用
し
た
理
由
を
別
紙
に

書
い
て
添
え
る

※
視
覚
障
が
い
が
あ
る
人
は
、
点
字

で
詠
進
で
き
ま
す
。

注
意
事
項　
次
に
該
当
す
る
場
合
は
失

格

▽
お
題
を
詠
み
込
ん
で
い
な
い
、
短
歌

の
定
型
で
な
い
、
用
紙
が
縦
長

▽
１
人
で
２
首
以
上
詠
進
、
毛
筆
で
な

い
▽
詠
進
歌
が
す
で
に
発
表
し
た
短
歌
と

同
一
、
ま
た
は
著
し
く
類
似
し
た
短

歌
で
あ
る

▽
歌
会
始
の
行
わ
れ
る
以
前
に
、新
聞
、

雑
誌
、
そ
の
他
の
出
版
物
、
年
賀
状

な
ど
で
発
表
し
た
詠
進
歌

▽
先
に
述
べ
た
代
筆
の
理
由
書
を
添
え

た
場
合
を
除
き
、
同
筆
と
認
め
ら
れ

る
全
て
の
詠
進
歌

▽
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
、

職
業
、
電
話
番
号
を
書
い
て
い
な
い

も
の
、
そ
の
他
こ
の
詠
進
要
領
に
よ

ら
な
い
場
合

送
付
方
法　
９
月
30
日
㈮（
当
日
消
印

有
効
）ま
で
に
、
封
筒
に「
詠
進

歌
」と
書
き
、
送
る（
詠
進
歌
は

小
さ
く
折
っ
て
封
入
可
）

※
疑
問
が
あ
る
場
合
は
、
９
月
20
日
㈫

ま
で
に
、
直
接
宮
内
庁
式
部
職
宛
て

に
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
を
書

き
、
返
信
用
切
手
を
貼
っ
た
封
筒
を

添
え
て
問
い
合
わ
せ
る
か
、
宮
内

庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://w

w
w

.
kunaicho.go.jp/

）を
見
て
く
だ

さ
い
。

詠
進
・
問
い
合
わ
せ
先　
宮
内
庁（
〒 

100
ー
８
１
１
１
宮
内
庁
）

☎
０
３（
３
２
１
３
）１
１
１
１

※健康掲示板、いきいき体操、食のワンポイントは、今回で連載を終了します。ありがとうございました。

書式図（横長）

お
題「
野
」

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

（
山
折
り
）

（
山
折
り
）

〒

　住

　所

　
　電
話
番
号

　
　
　
　氏

　
　名

　
　
　
　
　生
年
月
日

　
　
　
　
　性
別

　
　職

　業 ふ
　
り
　
が
　
な
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■相談窓口
法律・生活・行政など
◆春日市無料法律相談　☎（584）1148
第3水曜日／10時〜16時／市役所／第1水曜日8時30分以降
の平日に電話予約／先着15人

◆春日市消費生活相談　☎（584）1155（F兼用）
悪質商法・多重債務・金銭トラブルなど／月〜金曜日／10時
〜12時15分、13時〜16時／じょなさん

◆定例行政相談　☎（584）1111
国の行政に関すること／第4火曜日／10時〜15時／市役所

◆福岡県交通事故相談所（無料）　☎（622）0403　☎（643）3168
月〜金曜日／9時〜17時（受付は16時まで）／福岡県庁
子育て・子どもの悩み、児童福祉
◆家庭児童相談室　☎（584）1015　F（584）7739
月〜土曜日／9時30分〜18時／子育て支援センター

◆福岡県福岡児童相談所　☎（586）0023
月〜金曜日／8時30分〜17時15分／電話相談は24時間受付

◆養育費に関する電話相談　☎（584）3931
月〜金曜日／9時〜16時／福岡県ひとり親家庭等就業・自立
支援センター
高齢者の介護や福祉
◆北地域包括支援センター　☎（589）6227　F（589）6228
◆南地域包括支援センター　☎（595）8188　F（595）6069
月〜金曜日／8時30分〜17時

※いずれも無料です。また、日時や場所など、変更になることがありますので、事前に問い合わせてください。
人権
◆定例人権（悩みごと）相談　☎（584）1201
第1火曜日／10時〜15時／市役所2階市民相談室（予約不要）

◆福岡法務局人権相談　☎（922）2881
月〜金曜日／8時30分〜17時15分／福岡法務局筑紫支局
女性の悩み
◆春日市男女共同参画センター　☎（584）1202
月〜金曜日／8時30分〜17時／じょなさん

◆ちくし女性ホットライン（暴力・DV・セクハラの相談）　☎（513）7335
月〜水・金曜日10時〜17時／木曜日10時〜 20時30分
◆福岡県あすばる女性相談ホットライン　☎（584）1266
月〜日曜日／9時〜17時（金曜日は18時〜20時30分）／福岡県男女
共同参画センター（8月13〜 15日、年末年始を除く）
不安・悩みごと
◆福岡県警察本部犯罪被害者相談電話「ミズ・リリーフ・ライン」
　☎（632）7830　月〜金曜日（祝日・年末年始除く）／9時〜17時45分
◆心配ごと相談　☎（581）7225
暮らしの問題や悩み／水曜日／13時〜16時／市社会福祉センター

◆福岡いのちの電話　☎（741）4343
さまざまな悩みや不安／24時間受付／匿名可／インターネット相
談あり（http://www.inochinodenwa-net.jp)

※上記の他、相談窓口を情報政策課（☎（584）1148）や市ウェブサイト（http://
www.city.kasuga.fukuoka.jp/tetuzuki/sodan/index.html）で紹介しています。

いざというときに安心　頼れる病児保育事業

　市には、保護者の仕事などの都合で、病気中または病気
回復期にある子どもを家庭で保育ができないときに、一時
的に預かり保育する、2カ所の病児保育施設があります。
　子どもが病気になったがこれ以上仕事を休めないといっ
た場合にも、看護師や保育士が常駐する病院併設の施設に、
安心して預けることができます。利用料金は1人1日2000
円（延長の場合は別途1時間につき300円が必要）で、生後
91日目から小学校6年生までの子どもが対象です。利用す
るには、事前の登録や医師連絡票の準備、電話予約、当日
持ってくるものなどの手続きが必要です。詳しくは、各施
設に問い合わせてください。
▷横山小児科医院「病児デイケアセンターかすが」
時間　午前8時30分〜午後5時30分
※4月以降は、前日までの予約で前1時間の延長保育が

利用できます。
申込・問い合わせ先　病児デイケアセンターかすが（春
日原東町3ｰ36）

☎（501）7001
▷福岡徳洲会病院「たんぽぽ病児室」
時間　午前8時〜午後6時（年中無休）
※前1時間、後3時間の延長保育が利用できます。
申込・問い合わせ先　たんぽぽ病児室（須玖北4ｰ5）
☎（514）6178

　

大
雪
な
ど
で
た
い
そ
う
寒

か
っ
た
印
象
の
あ
る
今
年
の
冬

で
し
た
が
、
い
つ
の
間
に
か
春

の
訪
れ
を
感
じ
ら
れ
る
季
節
に

な
り
ま
し
た
。
春
と
い
え
ば
出

会
い
と
別
れ
の
季
節
で
も
あ
り

ま
す
。
た
だ
し
今
回
は
人
な
ら

ぬ
話
▼
市
民
図
書
館
で
は
、
図

書
館
か
ら
遠
い
地
域
の
人
や
諸

事
情
で
図
書
館
に
通
え
な
い
人

の
た
め
、
移
動
図
書
館
車「
た

ん
ぽ
ぽ
号
」に
、
約
３
５
０
０

冊
の
本
を
積
ん
で
、
市
内
18
箇

所
の
貸
出
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
巡

回
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
ん
ぽ

ぽ
号
の
老
朽
化
に
伴
い
、
３
月

１
日
か
ら
新
車
両
に
切
り
替
わ

り
ま
し
た
。
ぴ
か
ぴ
か
に
な
っ

た
新
た
ん
ぽ
ぽ
号
を
こ
れ
ま
で

以
上
に
ご
利
用
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
▼
さ
て
、
一
方
の
旧

た
ん
ぽ
ぽ
号
で
す
が
、
日
本
外

交
協
会
を
通
じ
て
ア
フ
リ
カ
で

第
２
の
人
生
を
歩
む
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
あ
の
明
る
い
黄
色

と
楽
し
い
デ
ザ
イ
ン
の
車
体

は
、
き
っ
と
ア
フ
リ
カ
の
大
地

に
映
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
か

※子育て通信おたまじゃくしは、今回で連載
を終了します。ありがとうございました。

■こども未来課 保育担当
　☎（584）1111（代表） F（584）1115

△病児デイケアセンターかすが
職員

△たんぽぽ病児室。明るく清
潔感のある室内



奴
国
写
真
館

奴
国
写
真
館

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
　
☎（
５
０
１
）１
１
４
４
　
F（
５
７
３
）１
０
７
７

　
惣
利
地
区
の
小
丘
陵
の
斜
面
上（
惣
利
西
遺
跡
）か
ら
、
今
か

ら
１
４
０
０
年
ほ
ど
昔
に
須
恵
器
の
生
産
に
携
わ
っ
た
人
た
ち

が
暮
ら
し
て
い
た
痕
跡
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　
こ
の
遺
跡
か
ら
、
土
を
焼
い
て
作
っ
た
鈴
が
発
見
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
鈴
は
、
直
径
約
４
㎝
の
半
球
形
で
、
中
に
は
小
さ
な
玉

が
入
っ
て
お
り
、
振
る
と
か
す
か
に
音
が
し
ま
す
。
ま
た
、
上

部
に
は
ひ
も
を
通
す
た
め
な
の
か
、
小
さ
な
穴
の
あ
る
つ
ま
み

が
付
い
て
い
ま
す
。

　
不
思
議
な
こ
と
に
、
こ
の
鈴
は
住
居
の
か
ま
ど
の
中
か
ら
出

土
し
ま
し
た
。
鈴
と
聞
い
て
私
た
ち
が
想
像
す
る
、
楽
器
や

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
の
よ
う
な
使
わ
れ
方
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
お

ま
じ
な
い
の
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

春
日
地
区
の
文
化
財

〜
惣
利
西
遺
跡
の
土
鈴（
ど
れ
い
）〜

△土で作った鈴
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